
岐阜県重症心身障がい
在宅支援センター「みらい」について

重症心身障がい在宅支援センターみらい
家族支援専門看護師 市川 百香里

岐阜県健康福祉部 医療福祉連携推進課
（障がい児者医療推進係）
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資料3



岐阜県の小児・障がい児者医療支援施策
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（平成２３年度以降）

▽H23~ ☆H24~ □H25~ ○H26~ ◎H27~ ●H28~ ★H29~ ■H30~ ▼R1~ ◇R2~ ◆R3~

＜多職種連携・普及啓発＞

＜障がい児者入所施設の整備＞

＜施策立案調査＞

□岐阜県小児在宅医療研究会
○東海三県小児在宅医療研究会

○障がい児者支援を考える公開連続講座
▽『かけはしノート』の活用
◎在宅障がい児者病診連携事業[ H29]

○在宅重症心身障がい児者実態調査
▼在宅重度障がい児者等実態調査
□小児・障がい児在宅医療・福祉資源調査
○重症心身障がい者入所施設整備調査

＜医療・福祉人材の育成・確保＞
○障がい児者医療学寄附講座[ R1]
◇小児在宅医療教育支援センター
◎小児在宅医療実技講習会
◎小児等在宅医療個別指導事業
○重症心身障がい児者看護人材育成研修
◇小児在宅訪問看護人材育成研修
■小児在宅移行支援看護人材育成研修
□医療的ケアを必要とする障がい児看護マニュアル
●小児・障がい児（者）リハビリテーション専門研修
●福祉事業所等医療的ケア支援事業費補助
○喀痰吸引等研修の受講促進支援
★医療的ケア児等コーディネーター養成研修

＜在宅障がい児者家族支援＞
◎重症心身障がい在宅支援センター「みらい」の運営
●在宅重度障がい児者短期入所等支援事業費補助
●短期入所等利用促進体制整備事業費補助
★要電源重度障がい児者災害時等支援ネットワークの
構築

◇医療的ケア児等災害時電源確保ガイドブックの作成
◆要電源重度障がい児者非常用電源装置整備補助
○専任看護師確保による短期入所モデル事業[ H30]

☆希望が丘こども医療福祉センター再整備
（入所定員53名、うち短期入所最大5名）

☆県総合医療センター障がい児施設「すこやか」
の整備（入所定員30名、うち短期入所3名）
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・在宅重症心身障がい児者の家族や関係機関向け相談窓口を整備（H27.4.10開所）。障がい児看護に知見のある看護
師を雇用し、常勤１名、非常勤３名で運営。特に医療面からの電話や訪問等による相談対応のほか、必要に応じて
サービス調整のための多職種カンファレンス等も実施。

・障がい児者の家族が気楽に集まって情報交換する場づくり（H27.2 ）や、家族同士をつなぐ機関誌の発行（H27.7 ）、
メールやホームページを活用した情報提供サービスを実施。
・「みらい」のサテライト拠点として、飛騨サテライト（H30.6、飛騨市）、
中濃サテライト（H31.4、可児市）、東濃サテライト（H31.4、多治見市）を設置。

＜令和2年度の実績＞
・ 相談件数 227件（電話194件、訪問0件、来所6件、メール27件）（令和元年度 243件）

サービス利用、就園、進学等に悩む家族、小児在宅に参入したい訪看、医ケアが不安な特支からの相談 など
・ 医療・福祉・教育などのサービス調整カンファレンスの実施 13件
・ 家族交流会 全圏域対象(R2.10:岐阜市 40人)

※各圏域実施については、新型コロナウイルス感染症対策のため中止
・ 機関誌発行 （H27.7創刊 ）第１１号発行（R2.8）、第１２号発行（R3.1）
・ 小児在宅支援研修会 (R3.3.7)

重症心身障がい在宅支援センター「みらい」の運営
在宅障がい児者家族支援

相談するところがない、相談
支援が機能しない、親同士の
交流で救われたなどの声を聞
いたことをきっかけに立案。
他県の取組も参考に企画。
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岐阜県看護協会（委託事業）事業実施団体事業実施団体

予算額予算額 R3 : 12,000千円

重症心身障がい在宅支援センター「みらい」の運営

業務内容業務内容 ・相談窓口の設置
家族や支援機関等からの相談に電話、訪問等で対応

・家族交流会の開催
家族同士が身近な地域で情報交換を行う家族交流会を開催

・支援のネットワークづくり及び広報
機関誌の発行、Youtubeでの広報

・看護人材等の育成
看護職や連携する多職種向けの在宅支援に関する研修を実施

・サテライト拠点の運営 等
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○本所（岐阜県県民ふれあい会館内）
人員 相談員１名（常勤）

（医療的ケア児等コーディネーター）
時間 月 金 9時 17時

○中濃サテライト（可児市役所内）
人員 相談員１名（非常勤）
時間 火・木 9時 16時

○東濃サテライト（多治見市役所内）
人員 相談員１名（非常勤）
時間 火・木 9時 16時

○飛騨サテライト（飛騨市ハートピア古川内）
人員 相談員１名（非常勤）
時間 火・木 9時 16時

相談体制相談体制

重症心身障がい在宅支援センター「みらい」の運営
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相談窓口
電話・来所・
メール

訪問
自宅・施設等へ

情報収集
アセスメント
課題の抽出

実施：本人・家族への直接支援
多職種の連携（連絡、調整、相談）

訪問看護、福祉施設等の看護師への支援・教育

評価
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回 内容 学習要項
1 小児の発達 小児看護 小児は新生児期から思春期までと年齢層が幅広い。正常

な子どもの発達段階をとらえ、小児看護の基本について学ぶ

2 倫理 子どもの権利 子どもの権利について学ぶ。学習者のもつ倫理観をもとに
在宅で暮らす障がい児のケアを実施する看護者の倫理観を
養う

3 重症心身障がい児とは
観察のポイント
フィジカルアセスメント①

重症心身障がい児の特徴を学び、観察のポイントについて
おさえる。同時に正常から逸脱している特徴を子どもの正常
と理解できる視点を養う

4 重症心身障がい児のケア
フィジカルアセスメント②

重症心身障がい児の基礎的疾患と現象により、関連図を
作成しアセスメントを行う
看護過程の展開のプロセスを踏まえケア計画の立案を行う

5 家族支援
家族へのかかわり

家族看護の視点により、重症な子どものいる家族を理論的
に考える。
家族の発達段階をとらえ家族役割構造モデルを用いて家
族について学び、家族への支援方法を学ぶ

6 事例展開 学習者が提供する事例を用いて、子どもの看護過程および
家族看護を展開する。
（事例がない場合はこちらで提供する） 15
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